











Evaluation of Expression Recognition Function in Autism Spectrum Disorder  
Using Near-Infrared Spectroscopy 
（自閉症スペクトラム障害における近赤外線スペクトロスコピーを用いた表情認知機能の
評価）
背景：自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum Disorder: ASD）の特徴の１つに社会性の障害があ
る。ASDにおける顔認知，表情認知の特異性が社会性障害の背景として注目されている。表情認知に関
わる脳領域に関する研究は，種々のニューロイメージング研究によってなされているが，ASDを対象に






















静時に活動するDefault mode networkを構成しており，今回の研究結果はASDにおけるDefault mode 
networkの制御障害を反映している可能性がある。表情の意識的処理課題において，ASD群では前頭前
野外側部の賦活は認められなかった。ASD 群では代わりに前頭前野後方部で軽度賦活が認められた。
ASDでは表情認知において前頭前野の機能障害があり，対照群とは異なった方法で処理している可能性
が示唆された。NIRSは，ASDの表情処理過程における脳機能障害を検出するのに有用であると考えら
れ，ASDの診断の一助に使用できる可能性がある。また，NIRSはリアルタイムに脳血流を繰り返し測
定することが可能であることから，ASDにおける前頭前野の機能改善を目的とした表情識別訓練などを
実施する際の，効果的な課題設定や訓練の効果判定にも有用であると考えられる。
